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令和2年度予算
質疑あれこれ
5人が一般質問
翔びたて豊山っ子！

P2・3令和2年度キラメキ新規事業
はいっ　ポーズ （関連記事P16）

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

広報編集委員
議員はお祭りへの寄付や

町内会の催しものへ差し入れ
することを禁止されています。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

　
昨
年
の
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら

あ
っ
と
い
う
間
に
月
日
が
流
れ
、

今
の
議
会
広
報
編
集
委
員
会
で
議

会
広
報
の
編
集
が
ひ
と
回
り
し
ま

し
た
。
個
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
で

す
が
、一
人
一
人
が
よ
り
よ
い
議
会

広
報
を
目
指
し
て
、一
枚
岩
に
な
っ

て
頑
張
っ
た
一
年
間
で
し
た
。

　
一
年
間
の
集
大
成
が
今
回
の
議

会
広
報
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
コ
ー

ナ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
新
規
事

業
の
見
開
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
ま
し
た
。

　
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、
み

な
さ
ん
が
少
し
で
も
、
読
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

Ｒ
・
Ｙ

翔びたて豊山っ
子！

次回定例会の予定

開始時間は午前９時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

6月 1日（月）開会・議案説明
6月 8日（月）一般質問
6月 9日（火）議案質疑

6月10日（水）福祉建設委員会
6月11日（木）総務文教委員会
6月12日（金）討論・採決・閉会

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　
2
月
2
日
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で

文
化
ふ
ぉ
ー
ら
む
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル・リ
ベ
ル
タ
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、会
場
が
一
体
と

な
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
６
年
間
に
は
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
特
に
６
年
生

の
一
年
間
に
は
色
々
な
出
来
事
が
あ

り
、
思
い
出
深
い
で
す
。

　
児
童
会
に
入
り
、
オ
ア
シ
ス
運
動
な

ど
色
々
な
活
動
に
一
生
け
ん
命
取
り
組

む
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
運
動
会
で
は
騎
馬
戦
の
大
将
に
な
り
、

大
将
戦
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
修
学
旅
行
で
は
友
達
と
ご
飯
を
食
べ

た
り
、
買
い
物
を
し
た
り
し
て
、
た
く

さ
ん
の
時
間
を
過
ご
し
て
き
ず
な
が
深

ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入

り
た
い
と
思
い

ま
す
。
勉
強
も

部
活
も
頑
張
っ

て
、
毎
日
楽
し

く
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
僕
た
ち
の
卒
業

式
は
、
規
模
を
縮

小
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
仕
方
が
な

い
と
は
い
え
、
少

し
残
念
で
す
。

（
あ
る
意
味
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
式
だ
っ
た
か

な
？
と
も
思
っ
て
い
ま
す
が
）で
も
、
式
の

後
に
み
ん
な
の
顔
を
見
て
み
た
ら
、
悲
し
い

表
情
を
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
き
っ
と
、
こ
れ
か
ら
進
む
道
が
楽
し
み

な
ん
だ
ろ
う
な
。
そ
ん
な
風
に
感
じ
ま
し

た
。
三
年
間
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
。
で

も
、
こ
れ
か
ら
高
校
で
も
っ
と
も
っ
と
楽

し
い
生
活
を
送
っ
て
や
る
。
学
校
だ
け
じ

ゃ
な
い
。
音
楽
に
旅
行
、
受
験
で
出
来
な

か
っ
た
い
ろ
ん
な
こ
と
に
、
豊
中
で
学
ん

だ
す
べ
て
を
活
か
し
て
挑
戦
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
み
ん
な
！
ま
た
ど
こ
か
で
会
お
う
な
！！

た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
共
に

飯
山 

遼
音

立
石 

和
柊

た
て

い
し

か

し
ゅ
う

い
い

や
ま

は
る

と

我
が
赤
学
年
に
栄
光
あ
れ

寄付行為の禁止

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

新型コロナウイルス感染症対策のため、事業実施について変更されることがあります。
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中学生海外派遣事業
米国ワシントン州グラント郡との姉妹都市提携により、中学生6人を派遣し友好を深める。

◎万円で端数調整をおこなっています。

町内
ホームステイ事業

米国ワシントン州グラント郡
からの留学生６人を受け入れ、
町内家庭でのホームステイを行う。

安全運転
支援装置の
設置補助

観光PR動画作成
町の魅力を全国に発信する
観光プロモーション動画を作成する。

保育園のオムツ回収委託
保護者の負担を考慮し、
紙オムツを町で処分する。

65才以上の方に、
アクセルとブレーキの
踏み間違いを防止する
装置の設置費用を補助。

給食調理の委託
学校給食の調理を民間に委託する。

議会タブレット導入
議会にタブレットを導入し、
開かれた議会を目指す。

胃カメラ検査
胃ガン検診に胃カメラ検査を
追加する。

キラメキキラメキ新規事業
令和2年度令和2年度

新
規
事
業

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

新
規
事
業

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

60万円

73万円385万円

160万円

270万円 169万円

6217万円

553万円
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質
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質
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新
規
事
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3
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例
会
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3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
１７
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。専
決

処
分
の
承
認
案
件
１
件
、令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、５
つ
の
特

別
会
計
予
算
、補
正
予
算
、副
町
長
の
選
任
な
ど
２５
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
原
案
に
附
帯
決
議
を
付
し
て
可

決
。ほ
か
は
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、国
に
対
し「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」を
提
出
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

賛成7 反対1 認定

福祉、教育、防災、暮しに 身近な施策を充実福祉、教育、防災、暮しに 身近な施策を充実 令和2年
度

一般会計
予 算

令和2年度におこなう主な事業

新
規
事
業

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

新
規
事
業

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

町税
42億8366万円

財産収入他
1727万円

使用料
及び手数料
1億572万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税等

繰入金
1億236万円

他会計からの
お金 繰越金

7200万円

前年度からの
持ち越しのお金

分担金
及び負担金
3901万円

保育料等

国庫支出金
5億5425万円
国庫支出金
5億5425万円

国からの
補助金等

交付税・
その他交付金
7億2740万円

交付税・
その他交付金
7億2740万円 国からの

分配金等

町債
12億900万円

借金等

県支出金
3億7507万円
県支出金
3億7507万円

県からの
補助金等

諸収入
2億5826万円
諸収入
2億5826万円

総務費
9億1913万円

税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

衛生費
6億7748万円
衛生費
6億7748万円

ごみ処理、検診など
にかかるお金

労働支援者など
にかかるお金

農業対策など
にかかるお金

議会費
1億450万円

議会の運営に
かかるお金

民生費 
21億6825万円

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

労働費
5万円農林水産業費

1億4201万円

商工費
1億86万円

商工業や観光振興
などにかかるお金

土木費
7億2394万円

道路整備など
にかかるお金

消防費
5億4659万円
消防費
5億4659万円

消防活動に
かかるお金

教育費
21億7040万円

給食、小中学校の施設
管理などにかかるお金

公債費
（借金返済）
1億8079万円

借金の返済に
かかるお金

予備費
1000万円

一般会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

７２億８１９3万円

２億１７１9万円

９億３７９2万円

６億５９４０万円

（２億８８８4万円減額）

（１４4万円減額）

（１５３7万円追加）

（２２９4万円減額）

● 下水道の普及・整備・・・・・・・・・・・・・・・５億７３４０万円

● ゴミ処理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３億３３４０万円

● とよやまタウンバス運行事業・・・・・・・・・・３４２７万円

● 防犯カメラ設置補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・１００万円

● 安心・安全な学校給食の提供・・・・・１０億４９７２万円

● 学習環境の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４９１4万円

● 町民意識調査事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２０万円

（東栄地区を中心に工事を実施）

（北名古屋清掃工場が7月に稼動予定）

（バス車両1台分の更新費を含む）

（自治会設置カメラの補助）

（新給食センタ－の建設工事　９月供用開始予定）

（豊山スカイプ－ルのプールサイド改修工事）

（１６才以上の町民２０００名を対象に実施）

令和元年度補正予算 会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス事業
公共下水道事業

１４億1806万円
２億4136万円
９億6846万円

３80万円
8億4413万円

予算額

特別会計
予算状況

◎万円で端数調整をおこなっています。

予算額 ７7億44００万円

歳入歳出
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（借金返済）
1億8079万円

借金の返済に
かかるお金

予備費
1000万円

一般会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

７２億８１９3万円

２億１７１9万円

９億３７９2万円

６億５９４０万円

（２億８８８4万円減額）

（１４4万円減額）

（１５３7万円追加）

（２２９4万円減額）

● 下水道の普及・整備・・・・・・・・・・・・・・・５億７３４０万円

● ゴミ処理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３億３３４０万円

● とよやまタウンバス運行事業・・・・・・・・・・３４２７万円

● 防犯カメラ設置補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・１００万円

● 安心・安全な学校給食の提供・・・・・１０億４９７２万円

● 学習環境の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４９１4万円

● 町民意識調査事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２０万円

（東栄地区を中心に工事を実施）

（北名古屋清掃工場が7月に稼動予定）

（バス車両1台分の更新費を含む）

（自治会設置カメラの補助）

（新給食センタ－の建設工事　９月供用開始予定）

（豊山スカイプ－ルのプールサイド改修工事）

（１６才以上の町民２０００名を対象に実施）

令和元年度補正予算 会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス事業
公共下水道事業

１４億1806万円
２億4136万円
９億6846万円

３80万円
8億4413万円

予算額

特別会計
予算状況

◎万円で端数調整をおこなっています。

予算額 ７7億44００万円

歳入歳出



質疑あれこれ
〈
総
務
費
〉

町
民
意
識
調
査
事
業
と
は
。

第
５
次
総
合
計
画
の
各
種
事
業
を
町

民
意
識
調
査
に
よ
り
、効
果
を
把
握
し
反

映
さ
せ
た
い
。町
内
在
住
の
１６
歳
以
上
の

２
０
０
０
名
が
対
象
で
毎
年
実
施
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金
の
内
容
は
。

犯
罪
発
生
の
抑
制
を
図
り
、自
治
会

が
必
要
と
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費

用
の
２
分
の
１
、２０
万
円
を
上
限
と
す

る
補
助
制
度
で
あ
る
。

国
際
交
流
推
進
事
業
と
町
内
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
事
業
と
は
。

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
始
め
る
こ
と

で
、将
来
的
に
国
際
交
流
に
関
心
の
高

い
人
材
を
育
て
、グ
ラ
ン
ト
郡
に
限
ら

ず
町
全
般
の
国
際
交
流
事
業
な
ど
に

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。内
容
は
①
グ
ラ
ン
ト
郡
か

ら
の
派
遣
学
生
６
人
を
受
け
入
れ
る

②
町
内
お
よ
び
近
隣
市
町
村
の
見

学
、日
本
文
化
の
体
験
、中
学
生
と
の

交
流
を
実
施
す
る
③
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
町
内
で
幅
広
く
募
集
し
、派

遣
学
生
に
日
本
で
の
家
庭
生
活
を
体

験
し
て
も
ら
う
、以
上
3
点
を
予
定
し

て
い
る
。

と
よ
や
ま
Ｄ
Ｅ
な
い
と
運
営
事
業

の
具
体
的
な
日
時
、予
備
日
な
ど
は
。

実
行
委
員
会
は
、７
月
２５
日（
土
）開

催
、予
備
日
は

翌
２６
日
（
日
）

を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、

暑
さ
対
策
の

た
め
開
場
時

刻
を
検
討
中

で
あ
る
、と
聞

い
て
い
る
。

タ
ウ
ン
バ
ス
の
買
替
に
あ
た
り
、車

両
の
耐
用
年
数
は
。

５
年
を
償
却
期
間
と
し
て
い
る
。車

両
購
入
に
か
か
る
費
用
を
減
価
償
却

期
間
の
５
年
間
負
担
す
る
。

〈
民
生
費
〉

認
知
症
高
齢
者
等
損
害
補
償
事
業

の
補
償
金
の
上
限
額
は
い
く
ら
か
。

１
億
円
で
あ
る
。

な
か
よ
し
会
利
用
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収

納
の
実
施
は
。

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
。

令
和
２
年
度
は
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
を
行
う
。

〈
衛
生
費
〉

犬
の
ふ
ん
害
対
策
の
イ
エ
ロ
ー

チ
ョ
ー
ク
と
は
何
を
す
る
も
の
か
。

犬
の
ふ
ん
を
黄
色
の
チ
ョ
ー
ク
で
囲

い
、日
付
を
書
く
こ
と
で
、放
置
し
た
飼

い
主
に
、迷
惑
を
こ
う
む
っ
て
い
る
人

が
い
る
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

用
排
水
路
改
良
工
事
に
お
い
て
、令

和
元
年
度
60
m
程
度
し
か
改
良
さ
れ
て

い
な
い
。車
の
駐
車
に
よ
っ
て
破
損
し
て

い
る
た
め
、早
急
に
改
良
す
る
必
要
が

あ
る
。補
助
金
を
活
用
し
て
行
う
こ
と

は
大
事
だ
が
、町
税
を
投
入
し
て
整
備

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
業
施
設
の
改
修
は
、従
来
よ
り

県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
し
て

い
る
。

　
指
摘
の
あ
っ
た
水
路
は
、優
先
的
に

整
備
す
る
よ
う
、
令
和
元
年
度
か
ら

か
ん
が
い
排
水
事
業
に
位
置
付
け
て

約
60
m
の
整
備
が
完
了
し
た
。残
り
の

区
間
も
、補
助
金
の
範
囲
内
で
整
備
を

進
め
る
。

〈
商
工
費
〉

産
業
観
光
推
進
事
業
の
ド
ラ
イ
ブ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
は
何
か
。

Ｊ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）が
実

施
す
る
も
の
で
、一
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
を
登
録
す
る
。

〈
土
木
費
〉

青
山
地
区
の
大
山
川
堤
防
道
路
整

備
で
は
、地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。人

と
車
の
交
差
部
に
つ
い
て
は
、安
全
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

地
域
住
民
の
方
に
十
分
に
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
消
防
費
〉

防
災
意
識
の
啓
発
事
業
で
、食
糧
費

が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

備
蓄
目
標
を
１
３
０
０
人
の
３
食
３

日
分
（
１
万
１
７
０
０
食
）と
し
、令
和
２

年
度
か
ら
４
カ
年
か
け
て
備
蓄
食
料
の
増

量
を
し
て
い
く
。

子
供
用
の
マ
ス
ク
や
お
む
つ
、生
理

用
品
な
ど
を
町
の
備
蓄
品
目
に
追
加
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

備
蓄
す
る
べ
き
品
目
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。ど
の
よ
う
な
品
目
が
ど

れ
だ
け
必
要
な
の
か
、備
蓄
ス
ペ
ー
ス

や
期
限
を
超
過
し
た
も
の
の
使
用
方
法

な
ど
検
討
し
て
い
く
。

〈
教
育
費
〉

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
で
の
選
出

方
法
は
。

豊
山
町
内
在
住
の
中
学
生
を
、学

年
を
問
わ
ず
公
募
す
る
。
豊
山
町
を

代
表
し
て
派
遣
さ
れ
る
訪
問
団
員
で

あ
る
こ
と
を
十
分
理
解
し
て
行
動
で

き
る
こ
と
、現
地
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
で

き
る
な
ど
心
身
と
も
に
健
康
で
協
調

性
が
あ
る
こ
と
、保
護
者
と
と
も
に
グ

ラ
ン
ト
郡
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
国

際
交
流
の
活
動
等
に
積
極
的
に
協
力
で

き
る
こ
と
な
ど
、い
く
つ
か
の
応
募
条

件
を
考
え
て
い
る
。選
考
に
あ
た
っ
て

は
、公
平
性
、透
明
性
の
確
保
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
運
営

事
業
で
、調
理
業
務
を
直
営
か
ら
民
間

に
し
た
理
由
は
。

直
営
に
よ
る
数
多
く
の
経
験
と
技

術
を
活
か
し
つ
つ
、豊
富
な
実
績
の
あ

る
民
間
業
者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ（
新
し

い
調
理
方
式
で
の
安
定
し
た
運
用
方

法
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、食
育
に
つ

い
て
多
く
の
助
言
）を
活
用
す
る
こ
と

が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

文
化
振
興
事
業
運
営
費
補
助
金

で
、豊
山
町
に
も
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

Ｏ
Ｂ
や
住
民
で
構
成
す
る
楽
団
を
設
立

し
て
は
ど
う
か
。

豊
山
町
の
文
化
芸
術
の
振
興
を
通

じ
て
、地
域
の
担
い
手
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

男
女
を
問
わ
ず
一
緒
に
集
い
楽
し
め
る

場
を
設
け
る
た
め
、豊
山
町
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ（
仮
称
）
を
設
立
す
る
こ
と
を

目
指
し
、そ
の
設
立
に
向
け
た
調
査

研
究
を
令
和
2
年
度
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

答 問答 問

答 問 答 問答 問答 問

答 問

答 問答 問

答 問答 問答 問 答 問

答 問答 問 答 問 令
和
2
年
度
一
般
会
計
予
算

とよやま議会だよりNO.1５2　令和2年5月１日とよやま議会だよりNO.1５2　令和2年5月１日7 6

新
規
事
業

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

新
規
事
業

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

❶
地
域
の
住
民
の
十
分
な
理
解
を

得
て
進
め
る
こ
と
。

❷
歩
行
者
・
自
転
車
と
車
の
交
差
部

に
お
い
て
安
全
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

　
以
上
　
決
議
す
る
。

大
山
川
堤
防
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

附
帯
決
議
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。

第
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総
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の
各
種
事
業
を
町

民
意
識
調
査
に
よ
り
、効
果
を
把
握
し
反

映
さ
せ
た
い
。町
内
在
住
の
１６
歳
以
上
の

２
０
０
０
名
が
対
象
で
毎
年
実
施
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金
の
内
容
は
。

犯
罪
発
生
の
抑
制
を
図
り
、自
治
会

が
必
要
と
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費

用
の
２
分
の
１
、２０
万
円
を
上
限
と
す

る
補
助
制
度
で
あ
る
。

国
際
交
流
推
進
事
業
と
町
内
ホ
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ム

ス
テ
イ
事
業
と
は
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サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
始
め
る
こ
と

で
、将
来
的
に
国
際
交
流
に
関
心
の
高

い
人
材
を
育
て
、グ
ラ
ン
ト
郡
に
限
ら

ず
町
全
般
の
国
際
交
流
事
業
な
ど
に

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。内
容
は
①
グ
ラ
ン
ト
郡
か

ら
の
派
遣
学
生
６
人
を
受
け
入
れ
る

②
町
内
お
よ
び
近
隣
市
町
村
の
見

学
、日
本
文
化
の
体
験
、中
学
生
と
の

交
流
を
実
施
す
る
③
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
町
内
で
幅
広
く
募
集
し
、派

遣
学
生
に
日
本
で
の
家
庭
生
活
を
体

験
し
て
も
ら
う
、以
上
3
点
を
予
定
し

て
い
る
。

と
よ
や
ま
Ｄ
Ｅ
な
い
と
運
営
事
業

の
具
体
的
な
日
時
、予
備
日
な
ど
は
。

実
行
委
員
会
は
、７
月
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日（
土
）開

催
、予
備
日
は

翌
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日
（
日
）

を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、

暑
さ
対
策
の

た
め
開
場
時

刻
を
検
討
中

で
あ
る
、と
聞

い
て
い
る
。

タ
ウ
ン
バ
ス
の
買
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に
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た
り
、車

両
の
耐
用
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。
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。車
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購
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に
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費
用
を
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価
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却

期
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の
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担
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る
。
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認
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高
齢
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等
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害
補
償
事
業

の
補
償
金
の
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限
額
は
い
く
ら
か
。

１
億
円
で
あ
る
。

な
か
よ
し
会
利
用
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収

納
の
実
施
は
。

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
。

令
和
２
年
度
は
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
を
行
う
。

〈
衛
生
費
〉

犬
の
ふ
ん
害
対
策
の
イ
エ
ロ
ー

チ
ョ
ー
ク
と
は
何
を
す
る
も
の
か
。

犬
の
ふ
ん
を
黄
色
の
チ
ョ
ー
ク
で
囲

い
、日
付
を
書
く
こ
と
で
、放
置
し
た
飼

い
主
に
、迷
惑
を
こ
う
む
っ
て
い
る
人

が
い
る
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

用
排
水
路
改
良
工
事
に
お
い
て
、令

和
元
年
度
60
m
程
度
し
か
改
良
さ
れ
て

い
な
い
。車
の
駐
車
に
よ
っ
て
破
損
し
て

い
る
た
め
、早
急
に
改
良
す
る
必
要
が

あ
る
。補
助
金
を
活
用
し
て
行
う
こ
と

は
大
事
だ
が
、町
税
を
投
入
し
て
整
備

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
業
施
設
の
改
修
は
、従
来
よ
り

県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
し
て

い
る
。

　
指
摘
の
あ
っ
た
水
路
は
、優
先
的
に

整
備
す
る
よ
う
、
令
和
元
年
度
か
ら

か
ん
が
い
排
水
事
業
に
位
置
付
け
て

約
60
m
の
整
備
が
完
了
し
た
。残
り
の

区
間
も
、補
助
金
の
範
囲
内
で
整
備
を

進
め
る
。

〈
商
工
費
〉

産
業
観
光
推
進
事
業
の
ド
ラ
イ
ブ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
は
何
か
。

Ｊ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）が
実

施
す
る
も
の
で
、一
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
を
登
録
す
る
。

〈
土
木
費
〉

青
山
地
区
の
大
山
川
堤
防
道
路
整

備
で
は
、地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。人

と
車
の
交
差
部
に
つ
い
て
は
、安
全
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

地
域
住
民
の
方
に
十
分
に
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
消
防
費
〉

防
災
意
識
の
啓
発
事
業
で
、食
糧
費

が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

備
蓄
目
標
を
１
３
０
０
人
の
３
食
３

日
分
（
１
万
１
７
０
０
食
）と
し
、令
和
２

年
度
か
ら
４
カ
年
か
け
て
備
蓄
食
料
の
増

量
を
し
て
い
く
。

子
供
用
の
マ
ス
ク
や
お
む
つ
、生
理

用
品
な
ど
を
町
の
備
蓄
品
目
に
追
加
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

備
蓄
す
る
べ
き
品
目
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。ど
の
よ
う
な
品
目
が
ど

れ
だ
け
必
要
な
の
か
、備
蓄
ス
ペ
ー
ス

や
期
限
を
超
過
し
た
も
の
の
使
用
方
法

な
ど
検
討
し
て
い
く
。

〈
教
育
費
〉

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
で
の
選
出

方
法
は
。

豊
山
町
内
在
住
の
中
学
生
を
、学

年
を
問
わ
ず
公
募
す
る
。
豊
山
町
を

代
表
し
て
派
遣
さ
れ
る
訪
問
団
員
で

あ
る
こ
と
を
十
分
理
解
し
て
行
動
で

き
る
こ
と
、現
地
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
で

き
る
な
ど
心
身
と
も
に
健
康
で
協
調

性
が
あ
る
こ
と
、保
護
者
と
と
も
に
グ

ラ
ン
ト
郡
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
国

際
交
流
の
活
動
等
に
積
極
的
に
協
力
で

き
る
こ
と
な
ど
、い
く
つ
か
の
応
募
条

件
を
考
え
て
い
る
。選
考
に
あ
た
っ
て

は
、公
平
性
、透
明
性
の
確
保
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
運
営

事
業
で
、調
理
業
務
を
直
営
か
ら
民
間

に
し
た
理
由
は
。

直
営
に
よ
る
数
多
く
の
経
験
と
技

術
を
活
か
し
つ
つ
、豊
富
な
実
績
の
あ

る
民
間
業
者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ（
新
し

い
調
理
方
式
で
の
安
定
し
た
運
用
方

法
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、食
育
に
つ

い
て
多
く
の
助
言
）を
活
用
す
る
こ
と

が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

文
化
振
興
事
業
運
営
費
補
助
金

で
、豊
山
町
に
も
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

Ｏ
Ｂ
や
住
民
で
構
成
す
る
楽
団
を
設
立

し
て
は
ど
う
か
。

豊
山
町
の
文
化
芸
術
の
振
興
を
通

じ
て
、地
域
の
担
い
手
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

男
女
を
問
わ
ず
一
緒
に
集
い
楽
し
め
る

場
を
設
け
る
た
め
、豊
山
町
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ（
仮
称
）
を
設
立
す
る
こ
と
を

目
指
し
、そ
の
設
立
に
向
け
た
調
査

研
究
を
令
和
2
年
度
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

答 問答 問

答 問 答 問答 問答 問

答 問

答 問答 問

答 問答 問答 問 答 問

答 問答 問 答 問 令
和
2
年
度
一
般
会
計
予
算
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新
規
事
業

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

新
規
事
業

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

❶
地
域
の
住
民
の
十
分
な
理
解
を

得
て
進
め
る
こ
と
。

❷
歩
行
者
・
自
転
車
と
車
の
交
差
部

に
お
い
て
安
全
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

　
以
上
　
決
議
す
る
。

大
山
川
堤
防
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

附
帯
決
議



町
長
の
施
政
方
針
を
問
う

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
暮
ら
し
豊
か
な

ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
実
現
を
目
指
す
う

え
で
、町
長
が
考
え
る
暮
ら
し
を
豊
か
に

す
る
施
策
は
ど
れ
か
。ま
た
、暮
ら
し
の

豊
か
さ
と
は
何
か
。

福
祉
、教
育
、防
災
な
ど
暮
ら
し
に
身

近
な
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
力
点
を

置
い
て
編
成
を
行
っ
た
。こ
れ
か
ら
の
時

代
に
お
い
て
大
切
な
の
は
、一
人
ひ
と
り

の
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
、誰
も
が
心
の
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
幸
福
を
感
じ
る
時
間
や
場
所
が
至
る

と
こ
ろ
に
あ
り
、そ
し
て
互
い
が
支
え
あ

う
こ
と
が
で
き
る
町
、そ
の
よ
う
な
町
が

暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
町
だ

と
考
え
て
い
る
。

県
が
検
討
し
て
い
る
新
防
災
拠
点
へ

の
町
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
何
か
。

県
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
、町
民
の

皆
様
に
必
要
な
避
難
所
、備
蓄
倉
庫
の
整

備
な
ど
、取
り
組
む
べ
き
防
災
機
能
の
強

化
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

大
山
川
右
岸
の
歩
道
整
備
は
令
和

２
年
度
末
の
供
用
開
始
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、新
防
災
拠
点
の
方
向
性
が

決
ま
る
ま
で
見
送
る
判
断
を
し
て
は

ど
う
か
。

県
が
本
町
を
新
た
な
防
災
拠
点
の
候

補
地
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、計
画
の
内
容
が
決

ま
っ
て
い
な
い
。

　
大
山
川
堤
防
道
路
事
業
は
、歩
行
者
の

安
全
確
保
が
十
分
で
き
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、道
路
線
形
や
構
造
を
再
検
討
し
て

き
た
。

　
し
か
し
、住
民
説
明
会
で
安
全
対
策
が

不
十
分
、住
民
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。工
事

執
行
の
際
は
、更
な
る
安
全
対
策
を
講
ず

る
と
と
も
に
改
め
て
説
明
会
な
ど
を
開

催
し
、住
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
進
め
て
い
く
。

北
部
市
場
と
の
関
係
性
を
活
か
し

た
、ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

本
町
を
活
性
化
し
、に
ぎ
わ
い
を
も
た

ら
す
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
１
つ
で
あ
る
。

周
辺
の
関
連
事
業
所
と
一
体
と
な
っ
た

流
通
の
拠
点
と
し
て
「
食
」
を
通
じ
た

交
流
拠
点
と
し
て
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
。土

地
の
狭
い
豊
山
町
に
新
た
な
公

園
の
整
備
は
、本
当
に
必
要
で
可
能
な

の
か
。防
災
ベ
ン
チ
な
ど
を
兼
ね
備
え
た

防
災
公
園
の
よ
う
な
場
所
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

新
た
な
公
園
設
置
は
か
な
り
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。整
備
計
画
を
策
定
す
る

意
図
は
、町
民
一
人
当
た
り
の
公
園
面
積

が
少
な
い
現
状
を
ど
う
す
る
か
検
討
す

る
た
め
で
あ
る
。

町
長
の
施
政
方
針
を
問
う

審議結果

令和２年度豊山町一般会計予算

賛 成

　新年度予算では、新給食センターの建設をはじめと
する教育環境の充実、認知症高齢者損害補償事業、防
犯カメラ設置費補助金の新設、胃内視鏡検査の実施や
高齢者への自動車の安全利用対策として急発進抑制
装置購入時の補助制度創設といった町民の生活に直
結する事業についても積極的に予算化されている。
　まちの将来を見据えた長期戦略を意識した行政運
営を遂行するための予算編成となっている。
　附帯決議が付されたが、以上のことから賛成する。 
      

反 対

　国保会計への繰出金が昨年よりも削減され、国保
税の均等割額が引き上げられる。均等割額の引き上
げは国保加入の低所得世帯や子供が多い世帯に大き
な負担となる。「一人一人が輝く暮らし豊かなアーバン
ビレッジ」とは逆行するのではないか。
　また、新給食センターの調理業務の民間委託は、安
い賃金、不安定な雇用でパート社員が定着しなかっ
たりするなど、全国の例を見る限りは、その疑念を払
しょくすることはできない。

賛成討論　　反対討論VS

岡島政信議員 山本亮介議員

長期戦略を意識した
予算編成

まちの将来像と逆行

専決処分の承認
工事請負変更契約の締結
副町長の選任（鈴木邦尚）
固定資産評価審査委員会委員の選任（岡島敬司）
固定資産評価審査委員会委員の選任（水野浩）
町道路線の認定
印鑑条例の一部改正
監査委員に関する条例の一部改正
固定資産評価審査委員会条例の一部改正
職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
国民健康保険税条例の一部改正
手数料条例の一部改正
令和元年度一般会計補正予算（第５号）
令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和元年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
令和２年度一般会計予算
令和２年度国民健康保険特別会計予算
令和２年度後期高齢者医療特別会計予算
令和２年度介護保険特別会計予算
令和２年度介護サービス事業特別会計予算
令和２年度公共下水道事業特別会計予算
令和元年度一般会計補正予算（第６号）
新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める意見書
議案第１９号令和２年度一般会計予算に対する附帯決議

全 員 賛 成 承 認
全 員 賛 成 可 決
賛成８反対１同意
賛成８反対１可決
賛成８反対１可決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
賛成7反対1可決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
賛成7反対1可決
賛成7反対1可決
賛成7反対1可決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決

議　案 審議結果

※議長は、議決には加わりません。町道路線の認定以下は８名での議決です。（欠席者１名）

質疑あれこれ質疑あれこれ質疑あれこれ質疑あれこれ
　
令
和
２
年
度
か
ら
第
５
次
総
合
計
画

期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
で
実
現
し
た
に
ぎ
わ
い
の

維
持
・
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、町
民

の
皆
様
方
、お
一
人
お
一
人
が
健
康
で
安

心
し
て
日
々
の
生
活
を
送
ら
れ
、生
涯
を

通
じ
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
き
い
き

と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。こ
の
実
現
に
向
け
、

福
祉
、教
育
、防
災
な
ど
、暮
ら
し
に
身

近
な
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
予
算
は
、本
町
が
10
年

後
、20
年
後
、そ
し
て
50
年
後
、輝
き
続

け
る
た
め
の
第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出

す
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。新
し
い
未

来
を
築
く
た
め
に
は
、様
々
な
「
壁
」
に

挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て「
壁
」
を
乗
り
越
え
た
先
に
、

新
た
な
豊
山
町
の
明
る
い
未
来
が
き
っ

と
あ
る
。そ
う
信
じ
て
、こ
れ
か
ら
の
豊

山
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
、私
は
全
力
で
町
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

施
政
方
針
（
抜
粋
）

https://www.town.toyoyama.lg.jp/
町のホームページに町長施政方針全文を掲載しています。
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と
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え
で
、町
長
が
考
え
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し
を
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に
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か
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の
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何
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的
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取
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何
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の
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向
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つ
、町
民
の
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に
必
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な
避
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所
、備
蓄
倉
庫
の
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の
強

化
を
着
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。
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度
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で
は
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点
の
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は
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が
本
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を
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点
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候

補
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こ
と
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が
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画
の
内
容
が
決

ま
っ
て
い
な
い
。

　
大
山
川
堤
防
道
路
事
業
は
、歩
行
者
の

安
全
確
保
が
十
分
で
き
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、道
路
線
形
や
構
造
を
再
検
討
し
て

き
た
。

　
し
か
し
、住
民
説
明
会
で
安
全
対
策
が

不
十
分
、住
民
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。工
事

執
行
の
際
は
、更
な
る
安
全
対
策
を
講
ず

る
と
と
も
に
改
め
て
説
明
会
な
ど
を
開

催
し
、住
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
進
め
て
い
く
。

北
部
市
場
と
の
関
係
性
を
活
か
し

た
、ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

本
町
を
活
性
化
し
、に
ぎ
わ
い
を
も
た

ら
す
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
１
つ
で
あ
る
。

周
辺
の
関
連
事
業
所
と
一
体
と
な
っ
た

流
通
の
拠
点
と
し
て
「
食
」
を
通
じ
た

交
流
拠
点
と
し
て
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
。土

地
の
狭
い
豊
山
町
に
新
た
な
公

園
の
整
備
は
、本
当
に
必
要
で
可
能
な

の
か
。防
災
ベ
ン
チ
な
ど
を
兼
ね
備
え
た

防
災
公
園
の
よ
う
な
場
所
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

新
た
な
公
園
設
置
は
か
な
り
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。整
備
計
画
を
策
定
す
る

意
図
は
、町
民
一
人
当
た
り
の
公
園
面
積

が
少
な
い
現
状
を
ど
う
す
る
か
検
討
す

る
た
め
で
あ
る
。

町
長
の
施
政
方
針
を
問
う

審議結果

令和２年度豊山町一般会計予算

賛 成

　新年度予算では、新給食センターの建設をはじめと
する教育環境の充実、認知症高齢者損害補償事業、防
犯カメラ設置費補助金の新設、胃内視鏡検査の実施や
高齢者への自動車の安全利用対策として急発進抑制
装置購入時の補助制度創設といった町民の生活に直
結する事業についても積極的に予算化されている。
　まちの将来を見据えた長期戦略を意識した行政運
営を遂行するための予算編成となっている。
　附帯決議が付されたが、以上のことから賛成する。 
      

反 対

　国保会計への繰出金が昨年よりも削減され、国保
税の均等割額が引き上げられる。均等割額の引き上
げは国保加入の低所得世帯や子供が多い世帯に大き
な負担となる。「一人一人が輝く暮らし豊かなアーバン
ビレッジ」とは逆行するのではないか。
　また、新給食センターの調理業務の民間委託は、安
い賃金、不安定な雇用でパート社員が定着しなかっ
たりするなど、全国の例を見る限りは、その疑念を払
しょくすることはできない。

賛成討論　　反対討論VS

岡島政信議員 山本亮介議員

長期戦略を意識した
予算編成

まちの将来像と逆行

専決処分の承認
工事請負変更契約の締結
副町長の選任（鈴木邦尚）
固定資産評価審査委員会委員の選任（岡島敬司）
固定資産評価審査委員会委員の選任（水野浩）
町道路線の認定
印鑑条例の一部改正
監査委員に関する条例の一部改正
固定資産評価審査委員会条例の一部改正
職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
国民健康保険税条例の一部改正
手数料条例の一部改正
令和元年度一般会計補正予算（第５号）
令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和元年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
令和２年度一般会計予算
令和２年度国民健康保険特別会計予算
令和２年度後期高齢者医療特別会計予算
令和２年度介護保険特別会計予算
令和２年度介護サービス事業特別会計予算
令和２年度公共下水道事業特別会計予算
令和元年度一般会計補正予算（第６号）
新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める意見書
議案第１９号令和２年度一般会計予算に対する附帯決議

全 員 賛 成 承 認
全 員 賛 成 可 決
賛成８反対１同意
賛成８反対１可決
賛成８反対１可決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
賛成7反対1可決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
賛成7反対1可決
賛成7反対1可決
賛成7反対1可決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決

議　案 審議結果

※議長は、議決には加わりません。町道路線の認定以下は８名での議決です。（欠席者１名）

質疑あれこれ質疑あれこれ質疑あれこれ質疑あれこれ
　
令
和
２
年
度
か
ら
第
５
次
総
合
計
画

期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
で
実
現
し
た
に
ぎ
わ
い
の

維
持
・
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、町
民

の
皆
様
方
、お
一
人
お
一
人
が
健
康
で
安

心
し
て
日
々
の
生
活
を
送
ら
れ
、生
涯
を

通
じ
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
き
い
き

と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。こ
の
実
現
に
向
け
、

福
祉
、教
育
、防
災
な
ど
、暮
ら
し
に
身

近
な
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
予
算
は
、本
町
が
10
年

後
、20
年
後
、そ
し
て
50
年
後
、輝
き
続

け
る
た
め
の
第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出

す
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。新
し
い
未

来
を
築
く
た
め
に
は
、様
々
な
「
壁
」
に

挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て「
壁
」
を
乗
り
越
え
た
先
に
、

新
た
な
豊
山
町
の
明
る
い
未
来
が
き
っ

と
あ
る
。そ
う
信
じ
て
、こ
れ
か
ら
の
豊

山
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
、私
は
全
力
で
町
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

施
政
方
針
（
抜
粋
）

https://www.town.toyoyama.lg.jp/
町のホームページに町長施政方針全文を掲載しています。

答 問

答答 問

答 問

問 答 問
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３月９日（月）５人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

◎大口司郎議員、坂田芳郎議員は一般質問の通告をしていましたが、町の新型コロナ
　ウイルスに対応する時間を考慮し、通告を取り下げました。
◎全文記録（議事録）は、６月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

議会だよりには、太字のみ掲載

1 柴 田 賢 一 P.11
●公共交通の構想
●公用車の買替

2 坪 井 孝 仁 P.12
●豊山町の公共交通について
○豊山町の環境美化について
○新型コロナウィルスについて

3 作 野 桂 子
●ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）と環境への取り組みについて
●ユニバーサル（みんなが食べられる）給食について

P.13

4 岡 島 政 信
●引きこもりへの支援策について
●１８歳以下の子どもへの医療費について

P.14

5 山 本 亮 介 ●ヒコーキの聖地化と神明公園・航空館boonの役割 P.15

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

し ば  た  け ん い ち  

柴田賢一 議員
SHIBATA Kenichi

Q. 買替基準無視の黒色町長車は

A.私の裁量で購入した
　
鈴
木
前
町
長
が
行
っ
た
町
長
車

の
改
革
に
対
し
て
、服
部
町
長
が
方

針
転
換
し
た
政
治
判
断
を
問
う
。

公
用
車
の
買
替
は
、ど
の
よ

う
な
手
続
き
で
行
う
の
か
。

総
務
部
長

買
替
基
準
に
よ
り
必
要
性

を
判
断
し
予
算
を
要
求
す
る
。そ
の

後
、査
定
、裁
定
、議
会
承
認
後
予

算
化
、購
入
の
手
続
き
と
な
る
。

買
替
基
準
は
明
文
化
さ
れ
た

も
の
か
。ま
た
、車
種
選
定

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

５
年
が
経
過
し
た
車
両
に
つ

い
て
、１０
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
、ま
た
は
、故
障
の
頻
度
の
高
い

も
の
な
ど
の
基
準
を
、決
裁
に
よ
る

内
部
基
準
と
し
て
い
る
。

　
買
替
の
車
種
選
定
は
、原
則
と
し

て
従
来
の
車
種
と
す
る
。

町
長
車
が
白
色
エ
ス
テ
ィ
マ
か

ら
黒
色
エ
ス
テ
ィ
マ
に
変
更
さ

れ
て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
購
入
日

は
。ま
た
、黒
色
エ
ス
テ
ィ
マ
を
購
入
時

の
白
色
エ
ス
テ
ィ
マ
の
走
行
距
離
は
。

町
長

白
色
エ
ス
テ
ィ
マ
の
購
入
日

は
平
成
２３
年
８
月
２９
日
、黒
色
エ
ス

テ
ィ
マ
の
購
入
日
は
平
成
２９
年
６
月

１５
日
で
あ
る
。

　
黒
色
エ
ス
テ
ィ
マ
購
入
時
、平
成

２９
年
６
月
末
時
点
の
白
色
エ
ス
テ
ィ

マ
の
走
行
距
離
は
３
万
５
５
３
６
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

公
用
車
の
買
替
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、町
長
車
を
新
し
く
購
入
す
る
と

い
う
政
治
判
断
は
、ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
た
の
か
。

町
長

青
色
エ
ス
テ
ィ
マ
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
の
買
替
対
象
と
し
て
フ

リ
ー
ド
が
、出
さ
れ
て
い
た
と
記
憶

し
て
い
る
。

　
そ
の
際
、私
の
裁
量
で
白
色
エ
ス

テ
ィ
マ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
そ
の
代
替

え
と
し
て
供
用
車
に
配
備
し
、新
た

に
黒
色
エ
ス
テ
ィ
マ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

を
町
長
車
と
し
て
購
入
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
新
ご
み
焼
却
施
設
の
余
熱
を
利

用
す
る
温
水
プ
ー
ル
や
、県
の
構
想

で
あ
る
防
災
拠
点
へ
の
公
共
交
通

に
対
す
る
町
の
意
気
込
み
を
問
う
。

最
新
式
の
焼
却
施
設
の
一
般

見
学
や
、現
在
計
画
中
で
あ

る
温
水
プ
ー
ル
へ
の
町
民
の
公
共
交

通
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
か
。

建
設
部
長

建
設
予
定
の
温
水
プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
数
年
後
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
、現
在
、設
計
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。プ
ー
ル
の
運
用
方
法
、利
用

者
見
込
が
こ
れ
か
ら
決
ま
る
が
、公

共
交
通
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ら
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
く
。

県
が
整
備
を
計
画
し
て
い
る

防
災
拠
点
へ
の
公
共
交
通
に

つ
い
て
、研
究
を
始
め
て
い
る
か
。

建
設
部
長

県
の
調
査
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、公
共
交
通
の
検
討
を
含

め
、町
が
実
施
す
べ
き
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

上
小
田
井
か
ら
の
市
バ
ス

延
伸
ル
ー
ト
構
想
に
つ
い

て
取
り
組
む
意
欲
は
あ
る
か
。

建
設
部
長

上
小
田
井
か
ら
の
市
バ
ス

延
伸
ル
ー
ト
構
想
は
、大
変
示
唆
に

富
ん
で
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

公
共
交
通
は
、町
民
が
関
心
を
寄

せ
る
本
町
の
重
要
課
題
で
あ
る
。引

き
続
き
町
全
体
の
バ
ス
路
線
の
拡

充
を
目
指
し
、公
共
交
通
の
利
便

性
向
上
に
努
め
て
い
く
。

A

AA

Q QAA

AA QQ

QQ

Q

Q.
上
小
田
井
駅
か
ら
の
市
バ
ス
延
伸

A.
利
便
性
向
上
に
努
め
る

▲問題の黒色町長車
（同型車）

▲上小田井駅ロータリー
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●１８歳以下の子どもへの医療費について
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あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

し ば  た  け ん い ち  

柴田賢一 議員
SHIBATA Kenichi

Q. 買替基準無視の黒色町長車は

A.私の裁量で購入した
　
鈴
木
前
町
長
が
行
っ
た
町
長
車

の
改
革
に
対
し
て
、服
部
町
長
が
方

針
転
換
し
た
政
治
判
断
を
問
う
。

公
用
車
の
買
替
は
、ど
の
よ

う
な
手
続
き
で
行
う
の
か
。

総
務
部
長

買
替
基
準
に
よ
り
必
要
性

を
判
断
し
予
算
を
要
求
す
る
。そ
の

後
、査
定
、裁
定
、議
会
承
認
後
予

算
化
、購
入
の
手
続
き
と
な
る
。

買
替
基
準
は
明
文
化
さ
れ
た

も
の
か
。ま
た
、車
種
選
定

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

５
年
が
経
過
し
た
車
両
に
つ

い
て
、１０
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
、ま
た
は
、故
障
の
頻
度
の
高
い

も
の
な
ど
の
基
準
を
、決
裁
に
よ
る

内
部
基
準
と
し
て
い
る
。

　
買
替
の
車
種
選
定
は
、原
則
と
し

て
従
来
の
車
種
と
す
る
。

町
長
車
が
白
色
エ
ス
テ
ィ
マ
か

ら
黒
色
エ
ス
テ
ィ
マ
に
変
更
さ

れ
て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
購
入
日

は
。ま
た
、黒
色
エ
ス
テ
ィ
マ
を
購
入
時

の
白
色
エ
ス
テ
ィ
マ
の
走
行
距
離
は
。

町
長

白
色
エ
ス
テ
ィ
マ
の
購
入
日

は
平
成
２３
年
８
月
２９
日
、黒
色
エ
ス

テ
ィ
マ
の
購
入
日
は
平
成
２９
年
６
月

１５
日
で
あ
る
。

　
黒
色
エ
ス
テ
ィ
マ
購
入
時
、平
成

２９
年
６
月
末
時
点
の
白
色
エ
ス
テ
ィ

マ
の
走
行
距
離
は
３
万
５
５
３
６
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

公
用
車
の
買
替
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、町
長
車
を
新
し
く
購
入
す
る
と

い
う
政
治
判
断
は
、ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
た
の
か
。

町
長

青
色
エ
ス
テ
ィ
マ
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
の
買
替
対
象
と
し
て
フ

リ
ー
ド
が
、出
さ
れ
て
い
た
と
記
憶

し
て
い
る
。

　
そ
の
際
、私
の
裁
量
で
白
色
エ
ス

テ
ィ
マ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
そ
の
代
替

え
と
し
て
供
用
車
に
配
備
し
、新
た

に
黒
色
エ
ス
テ
ィ
マ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

を
町
長
車
と
し
て
購
入
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
新
ご
み
焼
却
施
設
の
余
熱
を
利

用
す
る
温
水
プ
ー
ル
や
、県
の
構
想

で
あ
る
防
災
拠
点
へ
の
公
共
交
通

に
対
す
る
町
の
意
気
込
み
を
問
う
。

最
新
式
の
焼
却
施
設
の
一
般

見
学
や
、現
在
計
画
中
で
あ

る
温
水
プ
ー
ル
へ
の
町
民
の
公
共
交

通
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
か
。

建
設
部
長

建
設
予
定
の
温
水
プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
数
年
後
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
、現
在
、設
計
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。プ
ー
ル
の
運
用
方
法
、利
用

者
見
込
が
こ
れ
か
ら
決
ま
る
が
、公

共
交
通
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ら
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
く
。

県
が
整
備
を
計
画
し
て
い
る

防
災
拠
点
へ
の
公
共
交
通
に

つ
い
て
、研
究
を
始
め
て
い
る
か
。

建
設
部
長

県
の
調
査
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、公
共
交
通
の
検
討
を
含

め
、町
が
実
施
す
べ
き
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

上
小
田
井
か
ら
の
市
バ
ス

延
伸
ル
ー
ト
構
想
に
つ
い

て
取
り
組
む
意
欲
は
あ
る
か
。

建
設
部
長

上
小
田
井
か
ら
の
市
バ
ス

延
伸
ル
ー
ト
構
想
は
、大
変
示
唆
に

富
ん
で
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

公
共
交
通
は
、町
民
が
関
心
を
寄

せ
る
本
町
の
重
要
課
題
で
あ
る
。引

き
続
き
町
全
体
の
バ
ス
路
線
の
拡

充
を
目
指
し
、公
共
交
通
の
利
便

性
向
上
に
努
め
て
い
く
。

A

AA

Q QAA

AA QQ

QQ

Q

Q.
上
小
田
井
駅
か
ら
の
市
バ
ス
延
伸

A.
利
便
性
向
上
に
努
め
る

▲問題の黒色町長車
（同型車）

▲上小田井駅ロータリー
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徐
々
に
改
善
が
進
み
つ
つ
あ
る

バ
ス
路
線
だ
が
、一
方
で
は
手
詰
ま

り
感
も
否
め
な
い
状
況
で
は
な
い

か
。そ
こ
で
、豊
山
町
の
バ
ス
路
線

の
現
状
と
根
本
的
な
課
題
に
焦
点

を
あ
て
な
が
ら
将
来
的
な
方
向
性

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

名
古
屋
空
港
が
、県
営
化
さ

れ
た
平
成
１７
年
当
時
と
比

べ
、豊
山
町
へ
乗
り
入
れ
る
バ
ス
路

線
数
は
、ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
か
。住
民
の
交
通
手
段
と
し

て
、便
利
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長

当
時
と
比
べ
バ
ス
路
線
数

と
し
て
は
同
じ
も
の
の
、便
数
は

格
段
に
充
実
し
て
い
る
。
町
民
の

バ
ス
利
便
性
は
着
実
に
向
上
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

住
民
は
、タ
ウ
ン
バ
ス
の
利

便
性
の
向
上
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。
現
在
の
タ
ウ

ン
バ
ス
の
運
行
数
と
そ
の
利
用
者

数
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

産
業
建
設
部
長

平
日
の
運
行
数
は
北
ル
ー

ト（
８
便
）、南
ル
ー
ト（
１５
便
）で

あ
る
。４
年
前
の
ピ
ー
ク
時
と
比

べ
て
、昨
年
度
の
利
用
者
数
は
約

７
万
５
０
０
０
人
で
、北
ル
ー
ト
で

は
微
増
し
て
い
る
が
、南
ル
ー
ト

は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

あ
お
い
交
通
に
支
払
う
運

行
負
担
金
は
、今
後
の
見
込

み
も
含
め
、こ
こ
数
年
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長

負
担
金
の
年
間
支
払
額
は

増
加
し
て
い
る
。理
由
は
名
鉄
バ
ス

の
参
入
、あ
お
い
交
通
の
栄
便
新
設

の
影
響
に
よ
る
南
ル
ー
ト
利
用
者

の
減
少
で
あ
る
。令
和
元
年
度
は
さ

ら
に
減
っ
て
い
る
の
で
負
担
金
も
増

え
、運
行
自
体
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。次
年
度
以
降
は
タ
ウ
ン
バ
ス

の
車
両
更
新
も
あ
り
負
担
金
は
約

３
４
０
０
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

運
行
を
維
持
す
る
た
め
、

現
状
で
は
年
間
ど
れ
く
ら

い
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
、そ
の
う

ち
利
用
者
か
ら
の
運
賃
収
入
で
ど

れ
く
ら
い
が
ま
か
な
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、利
用
者
一
人
当
た
り
、

町
民
一
人
当
た
り
の
コ
ス
ト
は
ど

れ
く
ら
い
な
の
か
。

産
業
建
設
部
長

平
成
３０
年
度
の
タ
ウ
ン
バ

ス
の
１
年
間
の
運
行
コ
ス
ト
は
、

約
４
７
５
０
万
円
。
利
用
者
運
賃

収
入
、
町
負
担
金
、
国
庫
補
助

金
、
人
口
な
ど
か
ら
算
出
す
る

と
、
利
用
者
一
人
あ
た
り
約
６
３

０
円
の
運
行
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

い
る
。利
用
者
か
ら
の
運
賃
収
入

は
１
回
平
均
約
２
６
０
円
。１
人

当
た
り
の
運
行
コ
ス
ト
の
約
４

割
は
、利
用
者
か
ら
の
運
賃
収
入

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、残
り
の
約
６
割
は
、タ

ウ
ン
バ
ス
利
用
に
関
わ
ら
ず
、町

民
一
人
当
た
り
年
間
約
１
７
０
０

円
の
負
担
で
あ
る
。

タ
ウ
ン
バ
ス
は
、
住
民
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
公

共
交
通
で
あ
る
。
し
か
し
、今
後

も
利
用
者
が
減
り
続
け
、住
民
負

担
い
わ
ゆ
る
運
行
負
担
金
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は
「
健
全

で
は
な
い
」
と
な
り
か
ね
な
い
。

町
は
将
来
の
タ
ウ
ン
バ
ス
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

産
業
建
設
部
長

昨
今
、名
古
屋
や
栄
と
空

港
を
繋
ぐ
民
間
バ
ス
路
線
が
拡
充

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、本
町
の
公

共
交
通
を
包
括
し
て
考
え
れ
ば
タ

ウ
ン
バ
ス
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
。

　
次
期
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
で
は
、新
車
両
へ
の
切
り
替

え
、ペ
イ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、近
隣

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の
接

続
な
ど
、町
民
の
皆
様
が
利
用
し

や
す
い
タ
ウ
ン
バ
ス
を
実
現
す
る

こ
と
で
、利
用
者
の
増
加
や
、運

営
の
安
定
化
を
目
指
し
て
い
く
。

ま
た
、他
の
民
間
事
業
者
の
バ
ス

路
線
の
状
況
も
見
極
め
な
が
ら
、

タ
ウ
ン
バ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

A

A

A Q

Q A Q

Q

Q

　
現
在
、国
民
の
３
人
に
１
人
が

何
ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
豊
山
町

で
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児

童
・
生
徒
が
２
０
１
４
年
度
21
人
、

２
０
１
９
年
度
43
人
。１
ク
ラ
ス
に

１
人
い
る
計
算
に
な
る
。

　
肌
に
触
れ
る
だ
け
で
症
状
が
出

る
子
は
５
人
、給
食
当
番
が
で
き

な
い
子
は
１
人
、机
を
離
し
て
食

べ
て
い
る
子
は
３
人
。
肌
に
触
れ

る
だ
け
で
も
症
状
が
出
る
子
に

と
っ
て
毎
日
の
給
食
の
時
間
が
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
時
間
で
は
な

い
こ
と
が
簡
単
に
想
像
で
き
る
と

思
う
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児

童
・
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
る
中
「
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

特
別
」
で
「
そ
の
子
た
ち
の
み
へ
、

特
別
な
給
食
を
ど
う
提
供
す
る

か
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
「
み
ん

な
が
一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
給
食
」
を

考
え
て
い
く
べ
き
と
き
が
来
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。

　
昨
年
10
月
に
東
郷
町
で
、
児

童
・
生
徒
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因

と
な
る
食
品
を
全
て
取
り
除
い
た

給
食
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
給
食
）
が

実
施
さ
れ
た
。今
後
も
各
学
期
に

１
回
以
上
実
施
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
給
食
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。
豊

山
町
で
も
実
施
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、児
童
・
生
徒
が
同
じ
給
食

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
一
定

の
評
価
が
で
き
る
。た
だ
し
、最
優

先
す
べ
き
は
安
全
の
確
保
で
あ

る
。ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
給
食
は
今
後
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
関
す
る
研
究

課
題
の
一つ
と
考
え
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

に
は「
さ
ら
な
る
ご
み
減
量

に
向
け
て
、適
正
な
処
理
料
金
の
導

入
を
検
討
し
ま
す
」
と
明
記
さ
れ

た
。全
国
の
事
例
で
も
、確
か
に
ご

み
処
理
手
数
料
の
有
料
化
は
ご
み

減
量
に
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、他
の

施
策
で
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
か
。

生
活
福
祉
部
長

国
に
お
い
て
も
、廃
棄
物
処

理
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
を
改
定

し
、有
料
化
の
推
進
を
図
る
べ
き
と

の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、ご
み
処
理
費
の
有
料
化

の
導
入
は
住
民
に
そ
の
費
用
の
一
部

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ

り
、他
の
施
策
を
十
分
に
実
施
し
た

後
に
検
討
す
る
。

　
ま
ず
は
、紙
や
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
資
源
の
分
別
を
進

め
、ご
み
処
理
費
用
を
分
か
り
や
す

く
周
知
し
、ご
み
減
量
に
努
め
る
。

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

箸
や
食
器
の
持
参
を
呼
び

掛
け
る
、も
し
く
は
リ
ユ
ー
ス
食
器

を
導
入
す
る
な
ど
の
対
策
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

ご
み
の
排
出
抑
制
は
基
本
施

策
の
一
つ
で
あ
る
。環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
実
施
に
あ
た
り
、当
日
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
抑
制
や
再
利
用
は
ひ

と
つ
の
課
題
で
も
あ
る
。今
後
、リ

ユ
ー
ス
食
器
の
導
入
も
含
め
、先
進

事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

A

A

A Q

Q

Q A

Q.ユニバーサル給食の実施は
A.アレルギー対応の研究課題の一つ

Q.タウンバスの今後は
A.運営の安定化を目指す

Q.
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
導
入
は

A.
調
査
研
究
し
て
い
く

さ く  の  け い  こ

作野桂子 議員
SAKUNO Keiko

つ ぼ  い  た か ひ と  

坪井孝仁 議員
TSUBOI Takahito

▲みんなが食べられる給食を

▲環境に配慮したイベントに

▲利用しようタウンバス
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徐
々
に
改
善
が
進
み
つ
つ
あ
る

バ
ス
路
線
だ
が
、一
方
で
は
手
詰
ま

り
感
も
否
め
な
い
状
況
で
は
な
い

か
。そ
こ
で
、豊
山
町
の
バ
ス
路
線

の
現
状
と
根
本
的
な
課
題
に
焦
点

を
あ
て
な
が
ら
将
来
的
な
方
向
性

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

名
古
屋
空
港
が
、県
営
化
さ

れ
た
平
成
１７
年
当
時
と
比

べ
、豊
山
町
へ
乗
り
入
れ
る
バ
ス
路

線
数
は
、ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
か
。住
民
の
交
通
手
段
と
し

て
、便
利
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長

当
時
と
比
べ
バ
ス
路
線
数

と
し
て
は
同
じ
も
の
の
、便
数
は

格
段
に
充
実
し
て
い
る
。
町
民
の

バ
ス
利
便
性
は
着
実
に
向
上
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

住
民
は
、タ
ウ
ン
バ
ス
の
利

便
性
の
向
上
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。
現
在
の
タ
ウ

ン
バ
ス
の
運
行
数
と
そ
の
利
用
者

数
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

産
業
建
設
部
長

平
日
の
運
行
数
は
北
ル
ー

ト（
８
便
）、南
ル
ー
ト（
１５
便
）で

あ
る
。４
年
前
の
ピ
ー
ク
時
と
比

べ
て
、昨
年
度
の
利
用
者
数
は
約

７
万
５
０
０
０
人
で
、北
ル
ー
ト
で

は
微
増
し
て
い
る
が
、南
ル
ー
ト

は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

あ
お
い
交
通
に
支
払
う
運

行
負
担
金
は
、今
後
の
見
込

み
も
含
め
、こ
こ
数
年
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長

負
担
金
の
年
間
支
払
額
は

増
加
し
て
い
る
。理
由
は
名
鉄
バ
ス

の
参
入
、あ
お
い
交
通
の
栄
便
新
設

の
影
響
に
よ
る
南
ル
ー
ト
利
用
者

の
減
少
で
あ
る
。令
和
元
年
度
は
さ

ら
に
減
っ
て
い
る
の
で
負
担
金
も
増

え
、運
行
自
体
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。次
年
度
以
降
は
タ
ウ
ン
バ
ス

の
車
両
更
新
も
あ
り
負
担
金
は
約

３
４
０
０
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

運
行
を
維
持
す
る
た
め
、

現
状
で
は
年
間
ど
れ
く
ら

い
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
、そ
の
う

ち
利
用
者
か
ら
の
運
賃
収
入
で
ど

れ
く
ら
い
が
ま
か
な
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、利
用
者
一
人
当
た
り
、

町
民
一
人
当
た
り
の
コ
ス
ト
は
ど

れ
く
ら
い
な
の
か
。

産
業
建
設
部
長

平
成
３０
年
度
の
タ
ウ
ン
バ

ス
の
１
年
間
の
運
行
コ
ス
ト
は
、

約
４
７
５
０
万
円
。
利
用
者
運
賃

収
入
、
町
負
担
金
、
国
庫
補
助

金
、
人
口
な
ど
か
ら
算
出
す
る

と
、
利
用
者
一
人
あ
た
り
約
６
３

０
円
の
運
行
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

い
る
。利
用
者
か
ら
の
運
賃
収
入

は
１
回
平
均
約
２
６
０
円
。１
人

当
た
り
の
運
行
コ
ス
ト
の
約
４

割
は
、利
用
者
か
ら
の
運
賃
収
入

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、残
り
の
約
６
割
は
、タ

ウ
ン
バ
ス
利
用
に
関
わ
ら
ず
、町

民
一
人
当
た
り
年
間
約
１
７
０
０

円
の
負
担
で
あ
る
。

タ
ウ
ン
バ
ス
は
、
住
民
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
公

共
交
通
で
あ
る
。
し
か
し
、今
後

も
利
用
者
が
減
り
続
け
、住
民
負

担
い
わ
ゆ
る
運
行
負
担
金
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は
「
健
全

で
は
な
い
」
と
な
り
か
ね
な
い
。

町
は
将
来
の
タ
ウ
ン
バ
ス
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

産
業
建
設
部
長

昨
今
、名
古
屋
や
栄
と
空

港
を
繋
ぐ
民
間
バ
ス
路
線
が
拡
充

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、本
町
の
公

共
交
通
を
包
括
し
て
考
え
れ
ば
タ

ウ
ン
バ
ス
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
。

　
次
期
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
で
は
、新
車
両
へ
の
切
り
替

え
、ペ
イ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、近
隣

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の
接

続
な
ど
、町
民
の
皆
様
が
利
用
し

や
す
い
タ
ウ
ン
バ
ス
を
実
現
す
る

こ
と
で
、利
用
者
の
増
加
や
、運

営
の
安
定
化
を
目
指
し
て
い
く
。

ま
た
、他
の
民
間
事
業
者
の
バ
ス

路
線
の
状
況
も
見
極
め
な
が
ら
、

タ
ウ
ン
バ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

A

A

A Q

Q A Q

Q

Q

　
現
在
、国
民
の
３
人
に
１
人
が

何
ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
豊
山
町

で
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児

童
・
生
徒
が
２
０
１
４
年
度
21
人
、

２
０
１
９
年
度
43
人
。１
ク
ラ
ス
に

１
人
い
る
計
算
に
な
る
。

　
肌
に
触
れ
る
だ
け
で
症
状
が
出

る
子
は
５
人
、給
食
当
番
が
で
き

な
い
子
は
１
人
、机
を
離
し
て
食

べ
て
い
る
子
は
３
人
。
肌
に
触
れ

る
だ
け
で
も
症
状
が
出
る
子
に

と
っ
て
毎
日
の
給
食
の
時
間
が
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
時
間
で
は
な

い
こ
と
が
簡
単
に
想
像
で
き
る
と

思
う
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児

童
・
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
る
中
「
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

特
別
」
で
「
そ
の
子
た
ち
の
み
へ
、

特
別
な
給
食
を
ど
う
提
供
す
る

か
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
「
み
ん

な
が
一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
給
食
」
を

考
え
て
い
く
べ
き
と
き
が
来
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。

　
昨
年
10
月
に
東
郷
町
で
、
児

童
・
生
徒
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因

と
な
る
食
品
を
全
て
取
り
除
い
た

給
食
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
給
食
）
が

実
施
さ
れ
た
。今
後
も
各
学
期
に

１
回
以
上
実
施
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
給
食
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。
豊

山
町
で
も
実
施
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、児
童
・
生
徒
が
同
じ
給
食

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
一
定

の
評
価
が
で
き
る
。た
だ
し
、最
優

先
す
べ
き
は
安
全
の
確
保
で
あ

る
。ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
給
食
は
今
後
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
関
す
る
研
究

課
題
の
一つ
と
考
え
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

に
は「
さ
ら
な
る
ご
み
減
量

に
向
け
て
、適
正
な
処
理
料
金
の
導

入
を
検
討
し
ま
す
」
と
明
記
さ
れ

た
。全
国
の
事
例
で
も
、確
か
に
ご

み
処
理
手
数
料
の
有
料
化
は
ご
み

減
量
に
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、他
の

施
策
で
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
か
。

生
活
福
祉
部
長

国
に
お
い
て
も
、廃
棄
物
処

理
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
を
改
定

し
、有
料
化
の
推
進
を
図
る
べ
き
と

の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、ご
み
処
理
費
の
有
料
化

の
導
入
は
住
民
に
そ
の
費
用
の
一
部

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ

り
、他
の
施
策
を
十
分
に
実
施
し
た

後
に
検
討
す
る
。

　
ま
ず
は
、紙
や
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
資
源
の
分
別
を
進

め
、ご
み
処
理
費
用
を
分
か
り
や
す

く
周
知
し
、ご
み
減
量
に
努
め
る
。

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

箸
や
食
器
の
持
参
を
呼
び

掛
け
る
、も
し
く
は
リ
ユ
ー
ス
食
器

を
導
入
す
る
な
ど
の
対
策
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

ご
み
の
排
出
抑
制
は
基
本
施

策
の
一
つ
で
あ
る
。環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
実
施
に
あ
た
り
、当
日
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
抑
制
や
再
利
用
は
ひ

と
つ
の
課
題
で
も
あ
る
。今
後
、リ

ユ
ー
ス
食
器
の
導
入
も
含
め
、先
進

事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

A

A

A Q

Q
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Q.ユニバーサル給食の実施は
A.アレルギー対応の研究課題の一つ

Q.タウンバスの今後は
A.運営の安定化を目指す

Q.
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
導
入
は

A.
調
査
研
究
し
て
い
く

さ く  の  け い  こ
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▲みんなが食べられる給食を

▲環境に配慮したイベントに

▲利用しようタウンバス
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１８
歳
以
下
の
医
療
費
無
償
化

の
調
査
を
深
め
て
い
く
と
、無
償

化
や
補
助
を
考
え
て
い
る
自
治

体
が
増
加
し
て
い
た
。

１６
歳
か
ら
１８
歳
ま
で
の
人

数
は
。

生
活
福
祉
部
長

令
和
２
年
３
月
１
日
現
在

で
４
５
０
人
で
あ
る
。

無
償
化
し
た
場
合
の
課
題

は
。

生
活
福
祉
部
長

対
象
を
１８
歳
ま
で
と
し
た

場
合
、就
労
者
と
学
生
が
混
在
し
、

一
律
１８
歳
ま
で
と
す
る
か
、対
象
世

帯
に
所
得
制
限
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

ど
れ
だ
け
の
予
算
が
必
要

か
。

生
活
福
祉
部
長

平
成
３１
年
の
場
合
で
試
算

す
る
と
、一
年
間
の
医
療
費
約
１
５

０
０
万
円
、シ
ス
テ
ム
改
修
費
等

約
５
０
０
万
円
。計
約
２
０
０
０
万

円
が
必
要
で
あ
る
。

１８
歳
以
下
の
医
療
費
無
償

化
は
。

生
活
福
祉
部
長

県
内
市
町
村
の
状
況
を
踏

ま
え
て
検
討
す
る
。

　
８
０
５
０
問
題
で
あ
る
中
高
年

の
引
き
こ
も
り
に
つ
い
て
、今
か
ら

対
策
を
進
め
る
必
要
性
を
強
く
感

じ
た
の
で
質
問
す
る
。

小
・
中
学
校
の
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
へ
の
対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

学
校
で
は
、本
人
や
保
護
者

と
の
関
わ
り
が
持
て
る
機
会
を
大
切

に
し
て
い
る
。不
登
校
の
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
、早
期
か
ら
心
の
ケ
ア
を

図
る
。ま
た
、状
況
に
応
じ
て
適
応

指
導
教
室
を
紹
介
し
、
居
場
所

を
提
供
し
つ
つ
、自
立
を
促
し
て

い
る
。さ
ら
に
令
和
2
年
度
か
ら

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
、児
童
・
生
徒
の
置
か
れ

た
様
々
な
環
境
に
働
き
か
け
を
行

い
、支
援
す
る
体
制
の
整
備
を
す
る

予
定
で
あ
る
。

中
学
校
卒
業
後
の
引
き
こ
も

り
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
は
。

生
活
福
祉
部
長

福
祉
課
や
保
健
セ
ン
タ
ー

で
相
談
を
受
け
る
。ま
た
必
要
に

応
じ
て
県
の
相
談
窓
口
を
案
内
し

て
い
る
。

８
０
５
０
問
題
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

８
０
５
０
問
題
は
、５０
代
の

子
ど
も
を
８０
代
の
親
が
養
う
こ
と

に
よ
る
問
題
で
あ
る
。引
き
こ
も
り

の
子
ど
も
は
、社
会
と
の
接
点
を
持

た
な
い
た
め
、親
が
病
気
や
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
誰
に
も
助
け
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、親
子
共
倒

れ
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、今
後
も

懸
念
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

８
０
５
０
問
題
の
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

引
き
こ
も
り
の
相
談
内
容

は
、経
済
的
な
面
や
精
神
的
な
面
な

ど
が
あ
り
、専
門
職
員
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
あ
る
た
め
、県
の
専
門
の

相
談
窓
口
を
案
内
し
て
い
る
。町
へ

の
相
談
件
数
は
年
１
、２
件
で
あ

り
、現
行
体
制
で
十
分
と
考
え
る
。
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お か じ ま ま さ の ぶ
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Q.８０５０問題の対策は

A.こころの健康推進室を案内する

第
５
次
総
合
計
画
で
示
さ

れ
て
い
る
ヒ
コ
ー
キ
の
聖

地
化
と
は
何
か
。ま
た
、そ
の
目
的

は
何
か
。産

業
建
設
部
長

町
は
名
古
屋
空
港
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
。空
港
周
辺
に

は
民
間
航
空
機
の
最
終
組
立
工

場
が
立
地
し
、古
く
は
戦
後
初
の

国
産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ̶

１
１
が
開
発

製
造
さ
れ
、最
近
で
は
国
産
初
の

ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
、三
菱
ス
ペ
ー
ス

ジ
ェ
ッ
ト
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
名
古
屋
空
港
を
は
じ

め
、あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

Ｍ
Ｒ
Ｊ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、航
空
館
ｂ

ｏ
ｏ
ｎ
な
ど
、産
業
観
光
集
客
施
設

も
立
地
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
航
空
を
中
心
と
し
た

産
業
観
光
資
源
や
航
空
関
連
の

企
業
・
事
業
所
な
ど
の
集
積
を
生

か
し
、ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち
を
テ
ー

マ
に
し
た
産
業
観
光
を
推
進
す

る
こ
と
が
、ヒ
コ
ー
キ
の
聖
地
化

で
あ
る
。ま
た
、そ
の
目
的
は
、継

続
的
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
地

域
活
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
あ
る
。

ヒ
コ
ー
キ
の
聖
地
化
を
目

指
す
う
え
で
、町
と
し
て
取

り
組
む
課
題
は
何
か
。

産
業
建
設
部
長

豊
山
町
の
強
み
で
あ
る
航

空
を
観
光
の
テ
ー
マ
と
し
て
、他
の

地
域
に
は
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を

前
面
に
打
ち
出
し
、差
別
化
を
図

り
、よ
り
多
く
の
観
光
集
客
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

ヒ
コ
ー
キ
の
聖
地
化
を
進

め
て
い
く
う
え
で
、神
明
公

園
・
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長

町
に
立
地
す
る
産
業
観
光

資
源
と
し
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な

り
う
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

町
民
討
議
会
議
で
神
明
公

園
・
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
に
対

す
る
意
見
が
、町
民
か
ら
多
く
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
見
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。産

業
建
設
部
長

総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

町
民
討
議
会
議
で
は
、神
明
公
園

の
「
良
い
と
こ
ろ
」「
悪
い
と
こ

ろ
」「
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、悪

い
と
こ
ろ
を
改
善
す
る
方
法
」
に

つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
「
駐
車
場
、デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
、

遊
具
な
ど
、公
園
施
設
を
充
実
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
内
容
が
多

く
見
受
け
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受

け
止
め
、で
き
る
こ
と
、で
き
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、慎
重
に
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
５
次
総
合
計
画
で
は

「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ̶

Ｐ
Ｆ
Ｉ（※

）の

活
用
検
討
で
、民
間
活
力
の
活
用
可

能
性
も
含
め
て
有
効
活
用
策
を
図
る

と
」
明
記
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
通

り
、町
で
管
理
・
運
営
を
し
、有
効
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
の
か
。

産
業
建
設
部
長

神
明
公
園
・
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ

ｎ
の
管
理
運
営
は
、住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
適
正
に
維
持
管
理
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
、ヒ
コ
ー
キ
の
聖
地
化
を

目
指
す
う
え
で
、魅
力
あ
る
神
明

公
園
・
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
に
し
て
い

く
た
め
の
管
理
・
運
営
の
手
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
研
究
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

A

AA

Q.ヒコーキ聖地化の目的は

A.地域活力の向上につなげる
A Q

QQ

Q A Q Q.
１８
歳
以
下
の

医
療
費
無
償
化
は

A.
県
内
の
状
況
を
踏
ま
え

検
討
す
る

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
YAMAMOTO Ryosuke

※

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ̶

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は「
公

募
設
置
管
理
制
度
」
で
あ

る
。飲
食
店
、売
店
な
ど
の
公

園
利
用
者
の
利
便
性
が
上
が

る
よ
う
な
公
募
対
象
公
園
施

設
の
設
置
と
、そ
の
施
設
か

ら
生
じ
る
収
益
を
活
用
し

て
、
園
路
、
広
場
な
ど
の
整

備
・
改
修
な
ど
を
一
体
的
に
行

う
も
の
で
あ
る
。

▲ヒコーキの聖地化を目指して
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１８
歳
以
下
の
医
療
費
無
償
化

の
調
査
を
深
め
て
い
く
と
、無
償

化
や
補
助
を
考
え
て
い
る
自
治

体
が
増
加
し
て
い
た
。

１６
歳
か
ら
１８
歳
ま
で
の
人

数
は
。

生
活
福
祉
部
長

令
和
２
年
３
月
１
日
現
在

で
４
５
０
人
で
あ
る
。

無
償
化
し
た
場
合
の
課
題

は
。

生
活
福
祉
部
長

対
象
を
１８
歳
ま
で
と
し
た

場
合
、就
労
者
と
学
生
が
混
在
し
、

一
律
１８
歳
ま
で
と
す
る
か
、対
象
世

帯
に
所
得
制
限
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

ど
れ
だ
け
の
予
算
が
必
要

か
。

生
活
福
祉
部
長

平
成
３１
年
の
場
合
で
試
算

す
る
と
、一
年
間
の
医
療
費
約
１
５

０
０
万
円
、シ
ス
テ
ム
改
修
費
等

約
５
０
０
万
円
。計
約
２
０
０
０
万

円
が
必
要
で
あ
る
。

１８
歳
以
下
の
医
療
費
無
償

化
は
。

生
活
福
祉
部
長

県
内
市
町
村
の
状
況
を
踏

ま
え
て
検
討
す
る
。

　
８
０
５
０
問
題
で
あ
る
中
高
年

の
引
き
こ
も
り
に
つ
い
て
、今
か
ら

対
策
を
進
め
る
必
要
性
を
強
く
感

じ
た
の
で
質
問
す
る
。

小
・
中
学
校
の
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
へ
の
対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

学
校
で
は
、本
人
や
保
護
者

と
の
関
わ
り
が
持
て
る
機
会
を
大
切

に
し
て
い
る
。不
登
校
の
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
、早
期
か
ら
心
の
ケ
ア
を

図
る
。ま
た
、状
況
に
応
じ
て
適
応

指
導
教
室
を
紹
介
し
、
居
場
所

を
提
供
し
つ
つ
、自
立
を
促
し
て

い
る
。さ
ら
に
令
和
2
年
度
か
ら

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
、児
童
・
生
徒
の
置
か
れ

た
様
々
な
環
境
に
働
き
か
け
を
行

い
、支
援
す
る
体
制
の
整
備
を
す
る

予
定
で
あ
る
。

中
学
校
卒
業
後
の
引
き
こ
も

り
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
は
。

生
活
福
祉
部
長

福
祉
課
や
保
健
セ
ン
タ
ー

で
相
談
を
受
け
る
。ま
た
必
要
に

応
じ
て
県
の
相
談
窓
口
を
案
内
し

て
い
る
。

８
０
５
０
問
題
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長

８
０
５
０
問
題
は
、５０
代
の

子
ど
も
を
８０
代
の
親
が
養
う
こ
と

に
よ
る
問
題
で
あ
る
。引
き
こ
も
り

の
子
ど
も
は
、社
会
と
の
接
点
を
持

た
な
い
た
め
、親
が
病
気
や
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
誰
に
も
助
け
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、親
子
共
倒

れ
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、今
後
も

懸
念
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

８
０
５
０
問
題
の
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

引
き
こ
も
り
の
相
談
内
容

は
、経
済
的
な
面
や
精
神
的
な
面
な

ど
が
あ
り
、専
門
職
員
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
あ
る
た
め
、県
の
専
門
の

相
談
窓
口
を
案
内
し
て
い
る
。町
へ

の
相
談
件
数
は
年
１
、２
件
で
あ

り
、現
行
体
制
で
十
分
と
考
え
る
。

　 A A

AA

A

AA QQ

QQ

Q A Q

QQ

お か じ ま ま さ の ぶ

岡島政信 議員
OKAJIMA Masanobu

Q.８０５０問題の対策は

A.こころの健康推進室を案内する

第
５
次
総
合
計
画
で
示
さ

れ
て
い
る
ヒ
コ
ー
キ
の
聖

地
化
と
は
何
か
。ま
た
、そ
の
目
的

は
何
か
。産

業
建
設
部
長

町
は
名
古
屋
空
港
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
。空
港
周
辺
に

は
民
間
航
空
機
の
最
終
組
立
工

場
が
立
地
し
、古
く
は
戦
後
初
の

国
産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ̶

１
１
が
開
発

製
造
さ
れ
、最
近
で
は
国
産
初
の

ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
、三
菱
ス
ペ
ー
ス

ジ
ェ
ッ
ト
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
名
古
屋
空
港
を
は
じ

め
、あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

Ｍ
Ｒ
Ｊ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、航
空
館
ｂ

ｏ
ｏ
ｎ
な
ど
、産
業
観
光
集
客
施
設

も
立
地
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
航
空
を
中
心
と
し
た

産
業
観
光
資
源
や
航
空
関
連
の

企
業
・
事
業
所
な
ど
の
集
積
を
生

か
し
、ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち
を
テ
ー

マ
に
し
た
産
業
観
光
を
推
進
す

る
こ
と
が
、ヒ
コ
ー
キ
の
聖
地
化

で
あ
る
。ま
た
、そ
の
目
的
は
、継

続
的
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
地

域
活
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
あ
る
。

ヒ
コ
ー
キ
の
聖
地
化
を
目

指
す
う
え
で
、町
と
し
て
取

り
組
む
課
題
は
何
か
。

産
業
建
設
部
長

豊
山
町
の
強
み
で
あ
る
航

空
を
観
光
の
テ
ー
マ
と
し
て
、他
の

地
域
に
は
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を

前
面
に
打
ち
出
し
、差
別
化
を
図

り
、よ
り
多
く
の
観
光
集
客
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

ヒ
コ
ー
キ
の
聖
地
化
を
進

め
て
い
く
う
え
で
、神
明
公

園
・
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長

町
に
立
地
す
る
産
業
観
光

資
源
と
し
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な

り
う
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

町
民
討
議
会
議
で
神
明
公

園
・
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
に
対

す
る
意
見
が
、町
民
か
ら
多
く
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
見
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。産

業
建
設
部
長

総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

町
民
討
議
会
議
で
は
、神
明
公
園

の
「
良
い
と
こ
ろ
」「
悪
い
と
こ

ろ
」「
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、悪

い
と
こ
ろ
を
改
善
す
る
方
法
」
に

つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
「
駐
車
場
、デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
、

遊
具
な
ど
、公
園
施
設
を
充
実
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
内
容
が
多

く
見
受
け
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受

け
止
め
、で
き
る
こ
と
、で
き
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、慎
重
に
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
５
次
総
合
計
画
で
は

「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ̶

Ｐ
Ｆ
Ｉ（※

）の

活
用
検
討
で
、民
間
活
力
の
活
用
可

能
性
も
含
め
て
有
効
活
用
策
を
図
る

と
」
明
記
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
通

り
、町
で
管
理
・
運
営
を
し
、有
効
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
の
か
。

産
業
建
設
部
長

神
明
公
園
・
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ

ｎ
の
管
理
運
営
は
、住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
適
正
に
維
持
管
理
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
、ヒ
コ
ー
キ
の
聖
地
化
を

目
指
す
う
え
で
、魅
力
あ
る
神
明

公
園
・
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
に
し
て
い

く
た
め
の
管
理
・
運
営
の
手
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
研
究
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

A

AA

Q.ヒコーキ聖地化の目的は

A.地域活力の向上につなげる
A Q

QQ

Q A Q Q.
１８
歳
以
下
の

医
療
費
無
償
化
は

A.
県
内
の
状
況
を
踏
ま
え

検
討
す
る

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
YAMAMOTO Ryosuke

※

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ̶

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は「
公

募
設
置
管
理
制
度
」
で
あ

る
。飲
食
店
、売
店
な
ど
の
公

園
利
用
者
の
利
便
性
が
上
が

る
よ
う
な
公
募
対
象
公
園
施

設
の
設
置
と
、そ
の
施
設
か

ら
生
じ
る
収
益
を
活
用
し

て
、
園
路
、
広
場
な
ど
の
整

備
・
改
修
な
ど
を
一
体
的
に
行

う
も
の
で
あ
る
。

▲ヒコーキの聖地化を目指して

15 とよやま議会だよりNO.1５2　令和2年5月１日とよやま議会だよりNO.1５2　令和2年5月１日 14

新
規
事
業

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問

新
規
事
業

3
月
定
例
会

質
疑
・
討
論

一
般
質
問



Toyoyama Gikai  Dayori

と
よ
や
ま
議
会
だ
よ
り

T
oyoyam

a G
ikai D

ayori
令
和
2年
5月
１
日
 

3月
定
例
会

N
O. 152

■
発
行
／
豊
山
町
議
会
　
 ■
編
集
／
広
報
編
集
委
員
会

〒
480-0292 愛

知
県
西
春
日
井
郡
豊
山
町
大
字
豊
場
字
新
栄
260

TEL.0568-28-6004　
  FA
X.0568-29-3152

3月定例会

NO.152
議会だより

発行：愛知県豊山町議会
　令和2年5月１日

とよやま議会だよりNO.1５2　令和2年5月１日 16

P4・5
P6～8

P10～１5
P 16

令和2年度予算
質疑あれこれ
5人が一般質問
翔びたて豊山っ子！

P2・3令和2年度キラメキ新規事業
はいっ　ポーズ （関連記事P16）

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

広報編集委員
議員はお祭りへの寄付や

町内会の催しものへ差し入れ
することを禁止されています。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

　
昨
年
の
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら

あ
っ
と
い
う
間
に
月
日
が
流
れ
、

今
の
議
会
広
報
編
集
委
員
会
で
議

会
広
報
の
編
集
が
ひ
と
回
り
し
ま

し
た
。
個
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
で

す
が
、一
人
一
人
が
よ
り
よ
い
議
会

広
報
を
目
指
し
て
、一
枚
岩
に
な
っ

て
頑
張
っ
た
一
年
間
で
し
た
。

　
一
年
間
の
集
大
成
が
今
回
の
議

会
広
報
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
コ
ー

ナ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
新
規
事

業
の
見
開
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
ま
し
た
。

　
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、
み

な
さ
ん
が
少
し
で
も
、
読
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

Ｒ
・
Ｙ

翔びたて豊山っ
子！

次回定例会の予定

開始時間は午前９時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

6月 1日（月）開会・議案説明
6月 8日（月）一般質問
6月 9日（火）議案質疑

6月10日（水）福祉建設委員会
6月11日（木）総務文教委員会
6月12日（金）討論・採決・閉会

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　
2
月
2
日
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で

文
化
ふ
ぉ
ー
ら
む
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル・リ
ベ
ル
タ
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、会
場
が
一
体
と

な
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
６
年
間
に
は
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
特
に
６
年
生

の
一
年
間
に
は
色
々
な
出
来
事
が
あ

り
、
思
い
出
深
い
で
す
。

　
児
童
会
に
入
り
、
オ
ア
シ
ス
運
動
な

ど
色
々
な
活
動
に
一
生
け
ん
命
取
り
組

む
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
運
動
会
で
は
騎
馬
戦
の
大
将
に
な
り
、

大
将
戦
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
修
学
旅
行
で
は
友
達
と
ご
飯
を
食
べ

た
り
、
買
い
物
を
し
た
り
し
て
、
た
く

さ
ん
の
時
間
を
過
ご
し
て
き
ず
な
が
深

ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入

り
た
い
と
思
い

ま
す
。
勉
強
も

部
活
も
頑
張
っ

て
、
毎
日
楽
し

く
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
僕
た
ち
の
卒
業

式
は
、
規
模
を
縮

小
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
仕
方
が
な

い
と
は
い
え
、
少

し
残
念
で
す
。

（
あ
る
意
味
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
式
だ
っ
た
か

な
？
と
も
思
っ
て
い
ま
す
が
）で
も
、
式
の

後
に
み
ん
な
の
顔
を
見
て
み
た
ら
、
悲
し
い

表
情
を
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
き
っ
と
、
こ
れ
か
ら
進
む
道
が
楽
し
み

な
ん
だ
ろ
う
な
。
そ
ん
な
風
に
感
じ
ま
し

た
。
三
年
間
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
。
で

も
、
こ
れ
か
ら
高
校
で
も
っ
と
も
っ
と
楽

し
い
生
活
を
送
っ
て
や
る
。
学
校
だ
け
じ

ゃ
な
い
。
音
楽
に
旅
行
、
受
験
で
出
来
な

か
っ
た
い
ろ
ん
な
こ
と
に
、
豊
中
で
学
ん

だ
す
べ
て
を
活
か
し
て
挑
戦
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
み
ん
な
！
ま
た
ど
こ
か
で
会
お
う
な
！！

た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
共
に

飯
山 

遼
音

立
石 

和
柊

た
て

い
し

か

し
ゅ
う

い
い

や
ま

は
る

と

我
が
赤
学
年
に
栄
光
あ
れ

寄付行為の禁止

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

新型コロナウイルス感染症対策のため、事業実施について変更されることがあります。


